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北海道帯広農業高等学校
〒080-0834　北海道帯広市稲田町西1線9番地
☎015-548-3051

活動団体 水質浄化班

主な活動時間 授業の一環として、休み時間や放課後 活動人数 14人

最終審査会発表生徒 山岸 祐
ゆ う き

貴（2年）　大和田 悠
は る き

希（2年） 担当教諭 高山 裕司

「地域の水を守る」十勝産資材を利用した人工湿地の開発

【活動内容】
参加人数… 2、3年生計14名
基礎学習…帯広畜産大学との連携による、地域の水環
境学習と水質分析の基礎
ろ過材料選定実験…改良延長工事のろ過材料として、
黒ボク土のろ過能力実験を実施
設計・施工…改良延長工事の設計と施工
施工後の水質モニタリング、研究会での発表
　昨年度の人工湿地施工5年経過後の水質モニタリン
グ結果から、今年度はリン酸態リンの除去率向上を目
的とした改良延長工事を計画することとしました。計
画にあたり、企業、大学の専門家の方に相談したとこ
ろ、炭酸カルシウム、黒ボク土の利用について助言を
いただきました。
　そこで、新たなろ過材料の選定へ向けた予備実験と
して、リン酸態リンのろ過能力を確認することにしま
した。実験では、火山礫、黒ボク土、炭酸カルシウム
粉末を用い、それらの混合割合を変えて化成肥料溶液
のろ過を行いました。
　結果、すべての材料においてリン酸態リンの低下が
確認できました。特に、黒ボク土の低下率が最も高い

【目標・今後の計画】
　十勝では、農業を原因とする水質汚染が問題となっ
ており、各農家において汚染物質の流出を抑制する必
要性が高まっています。帯広農業高校水質浄化班では、
水質浄化の方法として人工湿地に着目し、平成23年
より実験を開始、平成24年に十勝初となる人工湿地
を本校牛舎前に完成させました。
　活動７年目を迎えた私たちの目標は、「地元資材を利
用し、十勝の環境に適した人工湿地技術を開発する」、
そして「水質モニタリング結果から浄化能力を検証し、
システムを改善・向上させる」「導入事例が少ない十勝
で人工湿地の普及を進める」の３点です。
　現在、改良工事後の水質モニタリングを継続してお
り、実際の農家に導入可能な安定した技術としての確
立を目指しています。また、学校の人工湿地における
研究成果について、各種研究発表会での発表や情報発
信を行っており、十勝に人工湿地技術を広める拠点と
なることを目指しています。今年度中に地元農家との
意見交換会を実施し、実際の農家施設において、人工
湿地の設計・施工を目指します。
 

山岸 祐貴 大和田 悠希 高山 裕司先生

「エコの環」賞
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ことが分かりました。3つを混合した割合では、重量
比で火山礫８：黒ボク土１：炭酸カルシウム１の割合
のものが最も低下しました。
　この結果から、改良延長工事では学校林内で採取し
た黒ボク土、上士幌産火山礫、白線用の炭酸カルシウ
ムを混合したろ過材料を用いることとしました。
　ろ過部の長さ、内径、勾配については最初の施工時
と同じものとし、これまでの人工湿地の浄化槽と接続
する形で延長工事を行いました。施工期間は6月12日
から約2カ月間、放課後と授業の実習時間に実施しま
した。私たちが主体となって、測量・丁張り、コルゲー
ト管の加工、ろ過材料の充てんおよび現地土の土工を
行いました。延長後はこれまでの浄化槽を浄化槽１、
新たな浄化槽を浄化槽２としました。
　完成後の8月2日からのパックテスト結果は次のと
おりです。低下率が向上した項目では、アンモニア態
窒素が82％から88％と6ポイント向上、リン酸態リン
については、51％から86％と35ポイント向上してい
ます。COD（有機物の指標）の値も低下していますが、
分析時の気温との関係もあり、分析の継続が必要です。
　水質分析については、より正確な分析結果を得るた
め、帯広畜産大学・宗岡寿美先生より継続してご支援
をいただいています。今後、大学での分析結果と併せ
て、改良延長工事の結果を評価していきます。
　こうした成果は、第12回人工湿地ワークショップ
2017 in 上川にて発表し、全国の大学、企業の研究
者から助言・講評をいただいています。

【成果・実績】
・地域に適した人工湿地技術の開発
帯広農業高校独自の設計、施工方法を開発し、水質浄
化を継続しています。
・水質浄化能力の検証と改善
帯広畜産大学の協力を受け、より信頼性の高い分析結
果を得ています。検証結果をもとに、今年度の改良延
長工事を実施することができました。
・地域農家への普及
報道等でも取り上げられる機会が増え、認知度は高
まってきています。今後、人工湿地を導入した農家と
の懇談会を企画し、農家の求める技術や、協力体制を
築きたいです。
　平成29年度農業農村工学会学会賞優秀技術レポー
ト賞受賞「農業高校の生徒による人工湿地の施工と水
質浄化の取組み」

●活動にあたり創意工夫したこと
　ろ過材料として、十勝産の火山礫、ゼオライト、黒ボク土を利用していること。ゼオライトは、アンモニア態窒素、
火山礫・黒ボク土はリン酸態リンの吸着に優れていることを実験で確認しています。十勝に広く分布する黒ボク土
を利用するろ過は例が少なく、地域における先進的な事例です。

●活動の際に苦労したこと
　人工湿地の研究初年度は、十勝に実践例もなく、新聞記事で見つけた企業を頼ってのスタートでした。その後、大学・

企業のご協力を得て十勝初の人工湿地設置に成功しました。設計・施工・材料の採取においては生徒自らがアイデ
アを出し、汗を流して取り組んできました。７年目を迎えた本研究は、先輩から後輩へと受け継がれてきた地道な
努力のたまものです。 

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言

◎各チームの活動内容とプレゼンのレベルの高さに驚きました。その中で、自分たちの活動をしっかり発表できたことは
大きな自信になりました。SDGs（持続可能な開発目標）を今後の活動目標に導入するなど、学んだことを私たちの活
動に生かしています。ありがとうございました。	 （山岸 祐貴・2年）

◎質疑応答に大変緊張しましたが、審査会で得たことは今後の活動に役立つことばかりでした。また、大会後の懇親会で
他校の生徒や先生と交流できたことは、とてもよい思い出です。今年は人工湿地を地域農業に広げていきます。出場で
きて本当によかったです。	 （大和田 悠希・2年）


